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１．はじめに 

「授業の雰囲気」は、教員の口調や動作、教

室内の物音、学生・教員の視線によっても大き

く変化する。それらによって何一つ音のしない

緊張感が発生したり、笑いが起こったり、和や

かな授業になったりする。つまり話の内容より

も「口調」「動作」「物音」「視線」などで

「授業の雰囲気」が変化する。しかし聴覚障害

学生はそれらの「口調」「物音」を認識できず、

「授業の雰囲気」が理解できないことがある。 

我々はここに注目し、話者の声の調子を伝え

るために臨場感フォントを作り出した。臨場感

フォントは健常者と聴覚障害者ともにアンケー

トで良好な結果を得ることができた[1] [2]。 

そこで、本研究では「授業の雰囲気」を伝え

るためのシステムを構築する。「授業の雰囲

気」生成のためにマンガの表現技法である吹き

出しや漫符、擬音語（オノマトペ）を用いるこ

とで、教室の臨場感や教員の熱意などの非言語

情報を視覚化することを試みた。その全体シス

テムとそれぞれの表示について説明する。 

 

２．マンガの表現技法について 

マンガは絵と文字の複合表現である。マンガ

では「会話の感情」や「場の臨場感」を視覚的

に表現する様々な工夫がされてきた[3]。マンガ

の中で扱われる文字はサイズ、字間、書体など

を変化させる事で様々な情報を表現している。

これらは読者が強く意識する事は少ないが視覚

言語として広く共有されていると考えられる。

また、文字表記に臨場感を与える工夫として、

(1)吹出し、(2)漫符（感情や感覚を視覚化した

記号）、(3)走る音や臨場感を表す効果音・擬音

語（オノマトペ）の手描き表現の使用などによ

り重層的な表現を行っている（図 1参照）。 

 

 

３．システムの構築 

聴覚障害学生に臨場感を提示するために、文

字とマンガの記号を組み合わせた「授業の雰囲

気」システムを構築する。教員音声や教室音は

オープンソースの音声認識エンジン Julius-

4.2.1 を用いた。（図 2参照） 
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図 2 全体システム 

図 1 マンガにおける表現 
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3.1 吹き出し・漫符生成システム 
音声データを解析し、特定のパターンに反応

する様にする。例えば、声の大きさ、抑揚、ア
クセントを解析し、臨場感フォントの背景画像
として対応させる。（図 3参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.2 臨場感フォント生成システム 
非言語情報より、その場の雰囲気にふさわし

い表現を Julius の認識出力結果より文字の大き
さ、間隔、フォントなどを決定し、臨場感フォ
ントを生成する[4]。 

 

3.3 オノマトペ生成システム 
図 4 は教室内の環境音からオノマトペを抽出

し、表示した例である。処理としては、音声信
号を 1024 点ずつ処理し、３つの帯域に分けて、
平均と分散によって判別した結果を表示してい
る。（図 4参照） 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

我々は、2 種類の出力を考えている。 1 つは

リアルタイム出力である。臨場感フォントを

次々に吹き出しの上に連続表示させ、講師の声

を表示する。また、擬音語のオノマトペの場所

は決まっており、感情フォントの回りに表示す

る。  

もう１つは録音ビデオを編集する出力である。 

吹き出しとオノマトペはスクリーン上に重ねて

表示する。 吹き出し上の文字はおよそ 2 行まで

に制限し、順次、削除する。また、教室内のざ

わめきをオノマトペにて表示する(図 5参照)。 
 

 

 

 

５．まとめ 

本研究では、聴覚障害学生のために現状の文

字情報では表しきれない非言語情報を視覚化し

た「授業の雰囲気」生成システムを提案した。

システム化において表示のタイミングや文字の

加工方法・配置、見易さも今後の課題である。 
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図 4 左右にオノマトペを配置 

図 3 吹き出し・漫符で表示される 

臨場感フォント 

図 5 録画ビデオ上のオノマトペ表示 
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